
介護事業者（居宅・施設サービス）集団指導 

 
 
１ 日時・場所 

平成３１年３月５日（火）１０：３０～１２：００ 

鳥取県庁講堂（鳥取市東町一丁目２２０） 

 

２ 日程 

時 間 内    容 担   当 
10:30 開会 － 

10:30～11:15 
「介護保険法に基づく実地指導等における 

指摘事項等＜平成３０年度実施分＞」 

・鳥取市福祉部地域福祉課指導監査室 

・鳥取県中部総合事務所福祉保健局 

・鳥取県西部総合事務所福祉保健局 

11:15～11:20 
「生活保護法における介護機関 

の指定等について」 

鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局 

         福祉監査指導課 

11:20～11:35 
「介護労働者の労働条件の確保 

・改善のポイント」 
鳥取労働局労働基準部 

11:35～11:50 「避難確保計画の策定について」 鳥取県県土整備部河川課 

11:50～11:55 連絡事項等、閉会 － 

 
３ その他 

 ・携帯電話はマナーモードに切り替えてください。 

 ・喫煙は指定された喫煙所でお願いします。 

 

 

 

資 料 

【資料１】＜平成３０年度実施分＞実地指導及び業務管理体制一般検査における文書指摘事項 
（参 考）介護保険最新情報 Vol.676「市町村や地域包括支援センターにおける身元保証等高齢者サポ

ート事業に関する相談への対応について」 
【資料２】「生活保護法における介護機関の指定等について」 
【資料３】「介護労働者の労働条件の確保・改善のポイント」 
【資料４】「避難確保計画の作成方法について」 
     「水防法・土砂災害防止法が改正されました」リーフレット 
（参 考）「キャリア段位制度の概要（（一社）シルバーサービス振興会）」リーフレット 
 
 

＜主 催＞ 

鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局長寿社会課 
鳥取県中部総合事務所福祉保健局 
鳥取県西部総合事務所福祉保健局 
鳥取市福祉部地域福祉課指導監査室 

  



 



資
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１

所
　
属

鳥
取
市

作
成
時
点

平
成
３
１
年
２
月
２
８
日
時
点

法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

A
1

通
所
リ
ハ

H
3
0
.
9
.
2
1

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
い
て
利
用
者
の
家
族
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は

当
該
家
族
の
同
意
を
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
得
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
0
.
2
2

個
人
情
報
の
使
用
に
係
る
同
意
書
を
改
め
、
再
発
防
止
策
を
実
施
し
て
い
る
。

H
3
1
.
1
.
4

利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
及
び
苦
情
処

理
の
措
置
の
概
要
を
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

重
要
事
項
説
明
書
を
フ
ァ
イ
ル
し
て
、
老
健
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
設

置
。

H
3
1
.
1
.
4

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
に
際
し
て
は
、
入
居
の
年
月
日
、
入
居
し
て
い
る
施
設
の
名
称

及
び
退
居
の
年
月
日
を
被
保
険
者
証
に
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
際
し
、
入
居
の
年
月
日
、
入
居
し
て
い
る
施
設
の
名
称
及
び
退
去

の
年
月
日
を
そ
の
都
度
必
ず
記
載
す
る
。

H
3
1
.
1
.
4

風
水
害
及
び
地
震
等
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

４
つ
の
事
業
所
が
入
っ
て
い
る
複
合
施
設
の
た
め
、
早
急
に
協
議
を
し
、
２
月
末
ま

で
に
は
、
作
成
し
ま
す
。

H
3
1
.
1
.
4

誤
薬
及
び
与
薬
漏
れ
に
つ
い
て
も
、
保
険
者
（
鳥
取
市
）
及
び
県
へ
の
事
故
報
告
対

象
と
な
る
た
め
、
報
告
を
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

今
後
、
誤
薬
及
び
薬
漏
れ
が
発
生
し
た
場
合
は
速
や
か
に
保
険
者
及
び
鳥
取
県
に
報

告
を
行
う
。

H
3
1
.
1
.
4

や
む
を
得
ず
身
体
拘
束
を
行
っ
た
場
合
の
経
過
観
察
記
録
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
身

体
拘
束
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
様
態
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所
者
の
心
身
の
状
況

並
び
に
や
む
を
得
な
い
理
由
を
具
体
的
に
記
録
す
る
こ
と
。
ま
た
、
身
体
拘
束
を
行

う
際
の
同
意
書
に
身
体
拘
束
を
行
う
期
間
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

身
体
拘
束
を
行
う
期
間
や
そ
の
様
態
及
び
時
間
を
身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
で
検
討
を

行
う
。
変
更
や
介
助
の
必
要
性
が
あ
る
場
合
は
必
ず
委
員
会
を
開
催
し
、
検
討
し
、

職
員
に
検
討
内
容
を
伝
達
し
て
い
く
。
身
体
拘
束
用
記
録
用
紙
を
作
成
し
、
そ
の
要

旨
へ
観
察
ポ
イ
ン
ト
等
を
表
記
し
、
日
々
の
受
け
持
ち
が
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て
記
録

し
て
い
く
。

H
3
1
.
1
.
4

当
初
身
体
拘
束
に
係
る
説
明
及
び
同
意
を
得
た
内
容
以
上
に
、
身
体
拘
束
を
行
う
時

間
帯
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
体
拘
束
に
係
る
説
明
及
び
同
意
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
直
ち
に
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
を
1
2
/
2
2
に
開
催
し
、
身
体
拘
束
の
内
容
・
状
況
を
検
討

し
、
対
象
利
用
者
家
族
へ
説
明
を
行
い
、
同
意
書
に
サ
イ
ン
を
い
た
だ
い
た
。

H
3
1
.
1
.
4

栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
間
隔
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
低
栄
養

状
態
の
リ
ス
ク
の
高
い
者
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
２
週
間
ご
と
と
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

リ
ス
ク
別
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
期
間
を
設
定
す
る
。

H
3
1
.
1
.
4

所
定
疾
患
施
設
療
養
費
Ⅰ
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
入
所
者
に
対
す
る
投
薬
、

検
査
、
注
射
、
処
置
等
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

毎
年
4
月
に
は
、
前
年
度
分
の
実
施
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す
る
。
平
成
3
0

年
1
2
月
1
7
日
付
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
済
み
。

H
3
1
.
1
.
4

業
務
管
理
体
制
に
係
る
法
令
遵
守
責
任
者
が
退
職
し
て
い
る
た
め
、
新
た
な
法
令
遵

守
責
任
者
に
つ
い
て
届
出
を
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
7

平
成
3
1
年
1
月
2
3
日
付
で
変
更
届
を
提
出
済
み
。

H
3
1
.
1
.
4

重
要
事
項
説
明
書
に
記
載
す
る
従
業
者
の
人
数
に
つ
い
て
は
実
人
数
で
記
載
し
、
内

容
が
古
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
最
新
の
内
容
に
改
め
る
こ
と
。
ま

た
、
非
常
災
害
対
策
及
び
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
の
実
施
状
況
（
実
施

の
有
無
、
実
施
し
た
直
近
の
年
月
日
、
実
施
し
た
評
価
機
関
の
名
称
、
評
価
結
果
の

開
示
状
況
）
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
1

重
要
事
項
説
明
書
の
従
業
者
人
数
は
実
人
数
を
記
載
し
、
ま
た
非
常
災
害
対
策
及
び

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
追
記
、
改
定
し
た
。
改

定
後
の
重
要
事
項
説
明
書
は
平
成
3
1
年
1
月
4
日
よ
り
使
用
し
て
い
る
。

H
3
1
.
1
.
4

利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
の
掲
示
に
つ

い
て
は
、
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
1

多
く
の
利
用
者
が
目
を
向
け
、
更
に
見
や
す
い
位
置
と
し
て
従
前
の
書
棚
壁
外
面
か

ら
テ
レ
ビ
前
に
掲
示
場
所
を
変
更
し
た
。

H
3
1
.
1
.
4

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
の
で
開
催
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
1

平
成
3
0
年
1
2
月
開
催
分
は
、
別
途
作
成
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
を
概
ね
3

か
月
毎
に
開
催
し
て
い
く
旨
の
連
絡
文
書
を
構
成
員
に
配
布
し
、
説
明
し
た
上
で
開

催
協
力
を
求
め
た
も
の
の
日
程
が
合
わ
ず
、
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
、
本
人
・
家
族
に
そ

れ
ぞ
れ
意
見
を
求
め
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
録
に
記
録
し
た
上
で
計
画
書
を
作

成
し
本
人
に
同
意
を
頂
い
た
。
ま
た
内
容
を
構
成
員
に
も
連
絡
し
共
有
し
た
。

今
後
と
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
構
成
員
に
声
掛
け
案
内
し

協
力
を
求
め
る
等
し
て
開
催
し
て
い
く
。

老
健
施
設

通
所
リ
ハ

B
2

C
3

＜
平
成
３
０
年
度
実
施
分
＞
実
地
指
導
及
び
業
務
管
理
体
制
一
般
検
査
に
お
け
る
指
摘
事
項

 1 



法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

H
3
1
.
1
.
4

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
目
標
の
達
成
状
況
に
つ

い
て
も
記
載
を
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
1

使
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
状
況
報
告
書
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目
の
内
、
「
達
成

度
」
評
価
結
果
記
載
欄
の
字
句
が
「
実
施
」
「
概
ね
実
施
」
「
未
実
施
」
と
、
や
や

曖
昧
な
表
現
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
平
成
3
1
年
1
月
よ
り
、
よ
り
分
か
り
易
い
表
現

と
し
て
、
「
達
成
」
「
概
ね
達
成
」
「
未
達
成
」
に
変
更
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

H
3
1
.
1
.
4

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
に
つ
い
て
、
事
業
所
の
医
師
が
利
用
者

に
対
し
て
、
３
月
以
上
の
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
利
用

が
必
要
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
書
の
特
記
事
項
欄

に
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
利
用
が
必
要
な
理
由
、
そ

の
他
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
併
用
と
移
行
の
見
通
し
を
記
載
す
る
こ
と
。
ま
た
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
（
Ⅰ
）
に
つ
い
て
も
当
該
記
載
が
な
い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
書
が
一
部
見
受
け
ら
れ
た
た
め
、
必
ず
記
載
す
る
こ

と
。

H
3
1
.
2
.
1

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
書
に
つ

い
て
は
、
3
月
以
上
の
継
続
利
用
の
必
要
な
理
由
、
そ
の
他
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

の
併
用
と
移
行
の
見
通
し
に
関
す
る
記
載
欄
（
医
師
意
見
欄
）
を
設
け
て
、
医
師
に

確
認
の
う
え
手
書
き
で
追
加
記
載
を
行
っ
た
。

ま
た
、
平
成
3
1
年
1
月
以
降
の
利
用
者
（
更
新
者
を
含
む
）
向
け
に
は
、
記
載
漏
れ

を
防
止
す
る
た
め
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

書
裏
面
内
に
「
医
師
意
見
欄
」
を
新
設
し
記
載
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
書
に
3
月
以
上
の

継
続
の
必
要
性
、
そ
の
他
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
併
用
と
移
行
の
見
通
し
が
記
載

さ
れ
て
な
か
っ
た
一
部
利
用
者
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
医
師
に
確
認
す
る
等
内
容

確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
書
の
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
終
了
の
目
安
・
時
期
」
欄
に
医
師
意
見
と
し
て

追
加
記
載
し
た
。

H
3
0
.
1
2
.
3

重
要
事
項
説
明
書
及
び
契
約
書
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
を
行
う
前
に
同
意
及
び
締
結

を
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
4

利
用
希
望
が
あ
っ
た
時
に
運
営
規
程
及
び
重
要
事
項
説
明
書
の
説
明
を
す
る
。

同
意
及
び
締
結
後
、
契
約
書
の
同
意
及
び
締
結
後
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

H
3
0
.
1
2
.
3

利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
の
掲
示
及
び

苦
情
処
理
の
措
置
の
概
要
に
つ
い
て
も
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ

と
。

H
3
1
.
1
.
4

苦
情
処
理
の
措
置
の
概
要
は
事
業
所
内
に
掲
示
。
重
要
事
項
は
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と

め
、
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

H
3
0
.
1
2
.
3

運
営
規
程
に
利
用
料
の
３
割
負
担
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。
ま
た
重
要
事
項
説
明

書
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担
別
の
料
金
が
分
か
る
よ
う
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
4

運
営
規
程
の
利
用
料
の
記
載
を
「
利
用
者
負
担
に
応
じ
た
額
」
と
い
っ
た
文
言
へ
変

更
。
重
要
事
項
説
明
書
へ
利
用
者
負
担
別
の
料
金
を
記
載
。

H
3
0
.
1
2
.
3

会
計
の
区
分
に
つ
い
て
、
他
の
事
業
と
明
確
に
区
分
す
る
と
と
も
に
、
支
出
に
つ
い

て
は
按
分
等
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
4

H
3
1
年
1
月
よ
り
按
分
に
よ
り
支
出
を
算
出
す
る
。

H
3
0
.
1
2
.
3

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加
算
Ⅰ
に
つ
い
て
、
初
回
の
評
価
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
開
始
か
ら
お
お
む
ね
２
週
間
以
内
に
行
い
計
画
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
。
ま

た
、
事
業
所
の
医
師
が
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に
あ
た
り
、
Ｐ
Ｔ
に

対
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
に
加
え
て
、
一
以
上
指
示
す
る
と
さ
れ
て
い

る
医
師
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始
前
の
留
意
事
項
等
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の

で
、
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
4

過
誤
請
求
を
行
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
書
式
に
従
い
実
施
予
定
。

H
3
0
.
1
2
.
3

運
動
器
機
能
向
上
加
算
に
つ
い
て
、
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
介
護
予

防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
と
分
け
、
さ
ら
に
運
動
器
機
能
向
上
計
画
に
お

お
む
ね
１
月
程
度
で
達
成
可
能
な
短
期
目
標
及
び
お
お
む
ね
３
月
程
度
で
達
成
可
能

な
長
期
目
標
を
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
4

鳥
取
市
長
寿
社
会
課
に
計
画
書
の
相
談
を
し
た
。
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
計
画
と
運
動
器
機
能
向
上
計
画
を
分
け
て
作
成
し
た
。

H
3
0
.
1
1
.
9

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
際
に
作
成
す
る
診
療
記
録
に
つ
い
て
は
、

医
師
へ
の
報
告
を
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
9

実
地
指
導
直
後
よ
り
、
実
施
記
録
の
意
思
確
認
欄
に
医
師
の
署
名
と
と
も
に
確
認
日

時
を
記
録
し
て
い
る
。

H
3
0
.
1
1
.
9

当
事
業
所
が
開
催
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
に
つ
い
て
、
介
護
支
援
専
門

員
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の
参
加
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
参
加
す
る
よ
う
求

め
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
9

実
地
指
導
直
後
よ
か
ら
当
事
業
所
が
開
催
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
構
成
員

に
つ
い
て
、
介
護
支
援
専
門
員
等
の
参
加
を
原
則
と
し
て
会
議
運
営
を
行
っ
て
い

る
。

H
3
0
.
1
1
.
2
8

重
要
事
項
説
明
書
に
事
故
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
、
記
載
を
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
2
6

厚
生
労
働
省
等
か
ら
の
情
報
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
適
宜
見
直
し
を
行
う
。

H
3
0
.
1
1
.
2
8

感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
2
6

今
回
作
成
し
た
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
に
関
す
る
指
針
も
含
め
、
適
宜
に
内
容

を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
図
る
。

H
3
0
.
1
1
.
2
8

利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
鳥
取
市

介
護
保
険
事
故
報
告
事
務
取
扱
要
領
に
従
っ
て
鳥
取
市
に
報
告
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
2
6

今
後
は
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
速
や
か
に
事
故
報
告
を
作
成
し
、
鳥
取
県
及
び
鳥

取
市
に
提
出
す
る
。

通
所
リ
ハ

訪
問
リ
ハ

老
健
施
設

D
4

E
5 6

 2 



法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

H
3
1
.
2
.
2
2

指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
入
院
患
者
又
は
他
の

入
院
患
者
等
の
生
命
又
は
身
体
を
保
護
す
る
た
め
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除

き
、
身
体
拘
束
そ
の
他
入
院
患
者
の
行
動
を
制
限
す
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

身
体
拘
束
を
や
む
を
得
ず
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
様
態
及
び
時
間
、
そ
の
際

の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
を
主
治
医
が
診
療
録
に

記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

身
体
拘
束
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
に
つ
い
て
、
専
任
の
身
体
拘

束
等
の
適
正
化
対
策
を
担
当
す
る
者
を
定
め
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

身
体
拘
束
適
正
化
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
に
報
告
を
行
う
た
め
の
様
式

に
つ
い
て
は
、
身
体
拘
束
等
の
発
生
ご
と
に
そ
の
状
況
、
背
景
等
を
記
録
を
行
う
も

の
に
改
め
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

身
体
拘
束
適
正
化
委
員
会
に
お
い
て
、
報
告
様
式
に
て
報
告
さ
れ
た
事
例
を
集
計

し
、
分
析
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

事
例
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
身
体
的
拘
束
等
の
発
生
時
の
状
況
を
分
析
し
、
身
体

的
拘
束
等
の
発
生
原
因
、
結
果
等
を
と
り
ま
と
め
、
当
該
事
例
の
適
正
性
と
適
正
化

策
を
検
討
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

身
体
拘
束
適
正
化
委
員
会
に
報
告
さ
れ
た
事
例
及
び
分
析
結
果
を
従
業
者
に
周
知
徹

底
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

身
体
的
拘
束
適
正
化
の
指
針
に
つ
い
て
、
施
設
内
で
発
生
し
た
身
体
的
拘
束
等
の
報

告
方
法
等
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
基
本
方
針
を
明
記
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
の
採
用
時
に
身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
研
修

を
実
施
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
2

（
身
体
拘
束
未
実
施
減
算
に
つ
い
て
）
速
や
か
に
改
善
計
画
を
提
出
し
た
後
、
３
月

後
に
改
善
計
画
に
基
づ
く
改
善
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
改
善
計
画
を
提
出
し

た
翌
月
か
ら
改
善
が
認
め
ら
れ
た
月
ま
で
の
間
に
つ
い
て
、
入
所
者
全
員
に
つ
い
て

所
定
単
位
数
か
ら
減
算
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
0
.
5

や
む
を
得
ず
身
体
拘
束
を
行
っ
た
場
合
の
記
録
に
つ
い
て
、
内
容
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。
身
体
拘
束
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
様
態
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所
者
の
心
身

の
状
況
並
び
に
や
む
を
得
な
い
理
由
を
具
体
的
に
記
録
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
及
び

H
3
1
.
1
.
1
6

や
む
を
得
ず
身
体
拘
束
を
行
う
場
合
、
ま
た
検
討
の
結
果
廃
止
で
き
な
い
場
合
に
お

い
て
も
、
そ
の
様
態
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
や
む
を

得
な
い
理
由
を
さ
ら
に
具
体
的
に
記
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

H
3
0
.
1
0
.
5

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
原
案
作
成
後
の
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
記
録
が
残
っ
て
い
な

い
の
で
、
作
成
し
保
管
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
及
び

H
3
1
.
1
.
1
6

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
原
案
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
介
護
を
行
っ
て
い
た
が
、

議
事
録
と
し
て
記
録
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
利
用
前
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に

お
い
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
原
案
を
検
討
し
、
議
事
録
を
作
成
し
、
保
管
す
る
こ
と

と
し
た
。

H
3
0
.
1
0
.
5

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て
、
入
所
者
の
希
望
及
び
そ
の
家
族
の
希
望
に
つ
い
て

の
記
載
が
な
い
も
の
が
散
見
さ
れ
た
の
で
、
必
ず
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
及
び

H
3
1
.
1
.
1
6

入
所
者
及
び
そ
の
家
族
の
希
望
に
つ
い
て
引
き
続
き
聞
取
り
、
必
ず
記
載
す
る
こ
と

と
し
た
。

H
3
0
.
1
0
.
5

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
に
つ
い
て
、
作
成
し
て
い
る
と
さ
れ
た
入
所
者
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
に
係
る
計
画
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
で
あ
り
入
所
者
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

に
係
る
計
画
と
は
い
え
な
い
た
め
、
加
算
算
定
開
始
時
か
ら
算
定
要
件
の
適
否
に
つ

い
て
自
主
点
検
し
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
に
つ
い
て
過
誤
調
整
す
る
と
と
も
に

そ
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
及
び

H
3
1
.
1
.
1
6

平
成
3
0
年
1
0
月
よ
り
新
し
く
作
成
し
た
書
類
を
使
用
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
係
る

計
画
を
作
成
し
て
い
る
。
平
成
2
5
年
9
月
か
ら
平
成
3
0
年
8
月
ま
で
の
介
護
給
付
費
請

求
書
に
対
す
る
介
護
給
付
費
過
誤
申
立
書
を
提
出
し
、
且
つ
利
用
者
に
対
す
る
利
用

者
負
担
金
の
過
払
い
分
の
返
還
を
す
る
た
め
、
鳥
取
市
長
寿
社
会
課
と
の
協
議
を
踏

ま
え
、
準
備
を
始
め
た
。

H
3
0
.
1
0
.
5

口
腔
衛
生
管
理
体
制
加
算
に
つ
い
て
、
入
居
者
の
口
腔
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係

る
計
画
と
は
施
設
と
し
て
の
計
画
で
あ
り
、
貴
施
設
の
個
々
の
入
所
者
に
対
し
て
の

口
腔
ケ
ア
計
画
で
は
加
算
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
た
め
、
算
定
開
始

時
か
ら
過
誤
調
整
す
る
と
と
も
に
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
及
び

H
3
1
.
1
.
1
6

協
力
歯
科
医
療
機
関
の
歯
科
医
師
に
、
改
め
て
助
言
、
指
導
を
受
け
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
口
腔
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
計
画
を
作
成
し
た
。
今
後
と
も
月
1
回
の

歯
科
医
師
を
加
え
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
時
に
助
言
、
指
導
を
受
け
、
書
類
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
介
護
給
付
費
請
求
書
に
対
す
る
介
護
給
付
費
過
誤
申
請
書

を
提
出
し
、
且
つ
利
用
者
に
対
す
る
利
用
者
負
担
金
の
過
払
い
分
の
返
還
を
す
る
た

め
、
鳥
取
市
長
寿
社
会
課
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
準
備
を
始
め
た
。

提
出
期
限

未
到
来

介
護
療
養
型
医
療

施
設

老
健
施
設

7

G
8

F

 3 



法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

運
営
規
程
に
つ
い
て
、
３
割
負
担
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
1
5

運
営
規
程
第
6
条
（
利
用
料
等
）
に
つ
い
て
、
3
割
負
担
を
明
記
し
た
。

個
人
情
報
使
用
の
同
意
書
に
つ
い
て
、
家
族
の
個
人
情
報
を
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

等
で
用
い
る
際
は
、
家
族
か
ら
の
同
意
も
得
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
1
5

利
用
者
及
び
家
族
に
対
し
、
個
人
情
報
使
用
に
関
し
説
明
を
行
い
、
「
個
人
情
報
使

用
同
意
書
」
に
、
署
名
・
押
印
を
と
っ
た
。

秘
密
保
持
の
誓
約
書
に
つ
い
て
、
従
業
者
全
員
分
を
徴
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
1
5

秘
密
保
持
誓
約
書
を
交
わ
し
て
い
な
い
従
業
者
に
対
し
、
書
面
を
と
っ
た
。

I
1
0

通
所
介
護

H
3
0
.
7
.
2
0

確
認
し
た
４
名
分
の
計
画
に
つ
い
て
、
援
助
内
容
が
同
一
の
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

援
助
内
容
は
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
具
体
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
8
.
2
9

通
所
介
護
計
画
書
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
製
作
す
る

短
期
及
び
長
期
目
標
計
画
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
当
事
業
所
で
対
応
可
能
、
且

つ
、
個
々
の
ご
利
用
容
赦
の
身
体
状
態
に
応
じ
た
個
別
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
、
当
該
計
画
書
の
作
成
に
あ
た
る
。

H
3
0
.
1
0
.
1
6

自
ら
そ
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
る
こ

と
。

H
3
0
.
1
1
.
1
2

1
.
職
員
の
質
の
向
上
を
目
指
す
た
め
に
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
表
を
作
成
。
3
ヶ
月
に
1

度
、
職
員
の
自
己
評
価
を
行
う
。
管
理
者
は
そ
の
自
己
評
価
を
基
に
個
人
面
談
を
行

い
職
員
一
人
一
人
の
質
の
向
上
を
図
る
。

2
.
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
表
の
内
容
は
評
価
を
行
う
た
び
に
内
容
を
変
え
、
（
例
え
ば

利
用
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
て
い
る
か
？
計
画
作
成
書
が
正
確
に

で
き
て
い
る
か
等
）
職
員
の
連
携
に
つ
な
ぐ
。

H
3
0
.
1
0
.
1
6

運
動
器
機
能
向
上
加
算
に
つ
い
て
、
事
後
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
、
運
動
器
機
能
向

上
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
が
な
さ
れ
た
利
用
者
に
つ
い
て
、
運
動

器
機
能
向
上
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。
）
の
同
意
が
計
画
期
間
開
始
後
に
な

さ
れ
て
い
た
。
計
画
へ
の
同
意
は
、
次
回
の
計
画
の
開
始
日
ま
で
に
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
1
2

運
動
器
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
利
用
者
に
つ
い

て
は
、
摘
発
さ
れ
た
9
月
よ
り
毎
月
1
5
日
以
後
、
翌
月
の
計
画
開
始
日
ま
で
に
運
動

器
機
能
向
上
計
画
書
に
同
意
を
頂
く
よ
う
職
員
で
話
し
合
い
徹
底
を
図
っ
た
。

H
3
0
.
1
2
.
1
4

重
要
事
項
説
明
書
に
つ
い
て
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
第
３
者
評
価
の
実
施
状
況

（
実
施
の
有
無
、
実
施
し
た
直
近
の
年
月
日
、
実
施
し
た
評
価
機
関
の
名
称
、
評
価

結
果
の
開
示
状
況
）
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
2
0

実
地
指
導
後
、
担
当
職
員
が
「
実
地
指
導
結
果
講
評
」
を
作
成
し
て
い
る
間
に
、
重

要
事
項
説
明
書
1
3
項
目
と
し
て
「
第
三
者
評
価
　
委
託
し
て
い
な
い
」
と
記
載
し
確

認
し
て
も
ら
い
記
載
内
容
の
了
解
を
も
ら
う
。
そ
の
後
、
現
在
あ
る
す
べ
て
の
重
要

事
項
説
明
書
と
新
し
く
作
成
す
る
分
に
1
3
項
目
目
を
記
載
す
る
。

H
3
0
.
1
2
.
1
4

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
に
つ
い
て
一
部
基
準
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
者
が
見
受

け
ら
れ
た
た
め
、
基
準
を
満
た
す
者
の
み
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と
し
て
配
置
す

る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
2
0

人
員
基
準
を
満
た
す
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
に
変
更
し
1
2
/
1
0
に
サ
責
変
更
届
を
提

出
し
受
理
さ
れ
た
。

H
3
1
.
1
.
2
4

運
営
規
程
に
利
用
料
の
３
割
負
担
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
8

契
約
書
改
定

H
3
1
.
1
.
2
4

利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
及
び
苦
情
処

理
の
措
置
の
概
要
を
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
8

苦
情
細
則
及
び
料
金
表
の
追
加
提
示
、
負
担
割
合
の
訂
正
を
行
っ
た
。

H
3
1
.
1
.
2
4

重
要
事
項
説
明
書
に
つ
い
て
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
の
実
施
状
況

（
実
施
の
有
無
、
実
施
し
た
直
近
の
年
月
日
、
実
施
し
た
評
価
機
関
の
名
称
、
評
価

結
果
の
開
示
状
況
）
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
8

追
記
し
た
。

H
3
1
.
1
.
2
4

退
院
時
共
同
指
導
加
算
に
つ
い
て
、
退
院
時
共
同
指
導
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
内

容
を
訪
問
看
護
記
録
書
に
記
録
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
8

訪
問
看
護
職
員
へ
周
知
し
た
。
そ
の
後
ま
だ
共
同
指
導
の
実
施
は
な
い
。

H
3
1
.
1
.
2
4

訪
問
看
護
計
画
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
主
要
な
事
項
に
つ
い
て
利
用
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
。
併
せ
て
利
用
者
に

交
付
を
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
2
.
2
8

本
月
よ
り
訪
問
看
護
指
示
書
発
行
毎
に
訪
問
看
護
指
示
書
を
発
行
及
び
説
明
、
同
意

い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
た
。

H
3
0
.
1
1
.
5

自
ら
そ
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
る
こ

と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
8

・
全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会
に
お
け
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
事
業
所

自
己
評
価
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
評
価
表
を
使
用
す
る
。

・
1
回
/
年
、
定
期
的
に
評
価
を
実
施
す
る
。
（
3
月
に
実
施
予
定
）

H
3
0
.
1
1
.
5

重
要
事
項
説
明
書
に
つ
い
て
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
の
実
施
状
況

（
実
施
の
有
無
、
実
施
し
た
直
近
の
年
月
日
、
実
施
し
た
評
価
機
関
の
名
称
、
評
価

結
果
の
開
示
状
況
）
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
8

・
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
お
け
る
第
3
者
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
、
実
施

し
て
い
な
い
旨
を
明
記
し
た
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
、
利
用
者
の
意
見
等
を
把
握
す
る
取
組
の
実
施
も
今
後
行
う

予
定
で
あ
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
明
記
し
た
。

H
3
0
.
1
2
.
1
7

訪
問
介
護

訪
問
看
護

通
所
介
護

訪
問
介
護

訪
問
看
護

J

1
1

1
29

H L
1
4

K
1
3

 4 



法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

H
3
0
.
1
1
.
5

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
い
て
利
用
者
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は
利
用
者

の
同
意
を
、
利
用
者
の
家
族
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は
当
該
家
族
の
同
意
を
あ

ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
得
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
8

・
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
説
明
と
同
意
書
の
書
類
を
作
成
し
た
。

・
現
在
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
の
利
用
者
様
に
対
し
て
は
、
再
度
説
明
し
同
意
と
署
名
を

い
た
だ
い
た
。

H
3
0
.
1
1
.
5

訪
問
看
護
計
画
の
作
成
が
、
利
用
者
と
の
契
約
及
び
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
以
前
の

日
付
に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
い
た
。
訪
問
看
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
契
約

及
び
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
以
降
に
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
1
1
.
2
8

担
当
者
会
議
の
の
ち
、
再
度
計
画
を
見
直
し
、
変
更
が
必
要
な
け
れ
ば
日
付
を
確
認

し
て
運
用
す
る
。

H
3
0
.
1
1
.
7

利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
及
び
苦
情
処

理
の
措
置
の
概
要
を
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
0

事
業
所
内
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
フ
ァ
イ
ル
も
見
や
す
い
所
に
置
く
こ
と
に
し
た
。

H
3
0
.
1
1
.
7

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
い
て
利
用
者
の
家
族
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は

当
該
家
族
の
同
意
を
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
得
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
0

今
後
は
新
た
な
同
意
書
を
使
用
。
こ
れ
ま
で
の
同
意
を
得
た
方
で
、
そ
れ
以
外
の
同

意
が
必
要
な
場
合
は
新
た
な
同
意
書
を
使
用
す
る
。

H
3
0
.
1
1
.
7

要
支
援
か
ら
要
介
護
へ
の
介
護
認
定
の
変
更
申
請
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
暫
定
プ

ラ
ン
を
作
成
せ
ず
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
。
暫
定
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
な

い
期
間
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
た
め
、
適
切
な
請
求
を
行

う
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
0

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
絡
方
法
も
検
討
。
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
も
同
一
会
社
の

た
め
、
定
期
的
に
集
ま
る
場
所
を
設
け
情
報
共
有
し
て
い
る
。

H
3
0
.
1
1
.
7

計
画
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
。
変
更
し
た
計

画
を
作
成
す
る
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
自
主
点
検
し
過
誤
調
整
を
行
い
そ
の
結
果

を
市
に
報
告
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
0

変
更
後
の
訪
問
介
護
芸
格
を
作
成
し
、
本
人
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
計
画
に
な
い

サ
ー
ビ
ス
分
の
過
誤
調
整
を
行
い
返
還
い
た
し
ま
す
。

H
3
0
.
1
1
.
7

利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
及
び
苦
情
処
理

の
措
置
の
概
要
を
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
0

事
務
所
内
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
内
の
利
用
者
及
び
家
族
が
い
つ

で
も
閲
覧
で
き
る
場
所
に
フ
ァ
イ
ル
を
置
き
ま
し
た
。

H
3
0
.
1
1
.
7

訪
問
看
護
計
画
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
主
要
な
事
項
に
つ
い
て
利
用
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
る
こ
と
。
併
せ
て
利
用
者
に

交
付
を
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
0

こ
の
度
、
指
摘
の
あ
っ
た
利
用
者
と
そ
の
家
族
に
口
頭
で
説
明
し
ま
し
た
。

H
3
0
.
1
1
.
7

利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
鳥
取
市

介
護
保
険
事
故
報
告
事
務
取
扱
要
領
に
従
っ
て
鳥
取
市
へ
報
告
を
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
0

鳥
取
市
介
護
保
険
事
故
報
告
書
事
務
取
扱
要
領
を
事
務
所
内
の
フ
ァ
イ
ル
に
保
管

し
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
定
例
会
議
の
際
に
ス
タ
ッ
フ
に
周
知
し
ま
し
た
。
イ
ン
シ
デ
ン

ト
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
報
告
が
あ
っ
た
際
は
内
容
に
よ
り
管
理
者
が
確
認
し
て
い
き

ま
す
。

H
3
0
.
1
1
.
7

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
で
計
画
さ
れ
て
い
る
回
数
以
上
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
自
主
点
検
し
過
誤
調
整
を
行
い
そ

の
結
果
を
市
に
報
告
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
0

担
当
者
会
議
に
参
加
し
た
看
護
師
と
も
う
一
人
（
管
理
者
か
主
任
）
で
居
宅
サ
ー
ビ

ス
計
画
書
と
担
当
者
会
議
の
記
録
を
確
認
し
て
か
ら
カ
ル
テ
に
フ
ァ
イ
ル
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

H
3
0
.
7
.
1
7

利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
及
び
苦
情
処

理
の
措
置
の
概
要
を
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
8
.
1
4

平
成
3
0
年
6
月
1
9
日
の
実
地
指
導
日
の
翌
日
に
事
務
所
前
に
掲
示
済
み
。

H
3
0
.
7
.
1
7

静
養
室
を
増
築
し
た
際
の
変
更
が
届
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
変
更
届
は
変
更
後
１

０
日
以
内
に
届
け
出
る
こ
と
。

H
3
0
.
8
.
1
4

平
成
3
0
年
6
月
2
5
日
、
変
更
届
を
提
出
済
み
。

H
3
0
.
7
.
1
7

計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
期
間
が
経
過
し
た
の
ち
、
新
た
な
計
画

が
作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
計
画
の
空
白
期
間
が
生
じ
て
い
る
。
計
画
は
継
続
的
に
作

成
し
、
利
用
者
又
は
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
て
、
利
用
者
に

交
付
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
8
.
1
4

速
や
か
に
計
画
書
を
作
成
し
利
用
者
の
同
意
を
得
て
交
付
し
ま
し
た
。

H
3
0
.
7
.
1
7

中
重
度
者
ケ
ア
体
制
加
算
に
つ
い
て
、
通
所
介
護
を
行
う
時
間
帯
を
通
じ
て
専
ら
当

該
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
る
看
護
職
員
を
１
名
以
上
配
置
す
る
こ
と
。
つ
い
て

は
、
当
該
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
日
に
つ
い
て
自
主
点
検
の
上
、
保
険
者
に
過
誤

調
整
を
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
8
.
1
4

当
該
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
日
の
自
主
点
検
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
保
険
者
へ
の

過
誤
調
整
は
早
急
に
行
い
ま
す
。

H
3
0
.
7
.
1
7

自
ら
そ
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
る
こ

と
。

H
3
0
.
8
.
1
4

平
成
2
7
年
5
月
に
「
ケ
ア
改
善
向
上
検
討
記
録
」
ノ
ー
ト
を
作
成
し
常
に
問
題
点
や

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
記
録
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
こ
の
度
か
ら
職
員
が
い

つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
デ
イ
ル
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
机
に
置
き
、
確
認
と
共
に
さ
ら

な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

H
3
0
.
7
.
1
7

避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
8
.
1
4

早
急
に
管
轄
の
所
轄
消
防
署
に
連
絡
を
入
れ
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訪
問
看
護

訪
問
介
護

通
所
介
護

N
1
7

M

1
5

1
6

 5 



法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

H
3
1
.
1
.
4

重
要
事
項
説
明
書
に
つ
い
て
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
の
実
施
状
況

（
実
施
の
有
無
、
実
施
し
た
直
近
の
年
月
日
、
実
施
し
た
評
価
機
関
の
名
称
、
評
価

結
果
の
開
示
状
況
）
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
2
5

平
成
3
1
年
1
月
1
日
現
在
、
重
要
事
項
説
明
書
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
記
載
済

H
3
1
.
1
.
4

通
院
介
助
に
つ
い
て
、
院
内
介
助
お
よ
び
受
診
の
付
き
添
い
等
を
訪
問
介
護
員
が
行

い
訪
問
介
護
費
を
算
定
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
た
。
院
内
介
助
の
必
要
性

に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
で
検

討
し
記
録
を
残
す
こ
と
。
ま
た
受
診
付
き
添
い
に
つ
い
て
は
算
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
自
主
点
検
し
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
2
5

通
院
で
の
介
護
保
険
で
認
め
ら
れ
る
解
除
と
認
め
ら
れ
な
い
時
間
や
対
応
を
明
確
に

し
、
適
切
な
給
付
管
理
を
今
後
は
実
施
す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
平
成
2
5
年
9
月

～
3
0
年
1
1
月
ま
で
の
期
間
を
す
べ
て
過
誤
調
整
し
、
再
請
求
致
し
ま
す
。
今
後
、
判

断
に
困
っ
た
時
は
長
寿
社
会
課
へ
相
談
し
、
確
認
を
行
っ
た
上
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

H
3
1
.
1
.
4

同
居
家
族
が
い
る
場
合
に
お
け
る
生
活
援
助
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
の
説
明
が
十

分
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
で
検
討
し
記
録
を
残

す
こ
と
。
そ
の
必
要
性
が
示
さ
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
訪
問
介
護
費
の
算
定
が

で
き
な
い
た
め
、
自
主
点
検
し
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

H
3
1
.
1
.
2
5

同
居
家
族
様
が
お
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
提
供
で
き
る
か
ど
う
か
担
当

者
会
議
等
で
協
議
す
る
。
必
要
に
合
わ
せ
長
寿
社
会
課
に
相
談
す
る
。

H
3
0
.
7
.
2
0

利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
及
び
苦
情
処

理
の
措
置
の
概
要
を
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
7
.
2
7

重
要
事
項
説
明
書
に
変
更
を
加
え
る
と
共
に
利
用
さ
れ
て
い
る
家
族
様
へ
交
付
し
ま

し
た
。
重
要
事
項
説
明
書
に
至
っ
て
は
、
新
た
に
作
成
し
た
物
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工

し
、
玄
関
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。

H
3
0
.
7
.
2
0

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
い
て
利
用
者
の
家
族
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は

当
該
家
族
の
同
意
を
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
得
る
こ
と
。

H
3
0
.
7
.
2
7

新
た
に
個
人
情
報
利
用
に
伴
う
同
意
書
を
、
利
用
さ
れ
て
い
る
家
族
様
へ
交
付
し
、

署
名
・
捺
印
さ
れ
た
も
の
を
回
収
中
で
す
。

H
3
0
.
7
.
2
0

利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、
鳥
取
市

介
護
保
険
事
故
報
告
事
務
取
扱
要
領
に
従
っ
て
鳥
取
市
へ
報
告
を
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
7
.
2
7

鳥
取
市
介
護
保
険
事
故
報
告
取
扱
要
領
を
貼
り
だ
し
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
把
握
し
、

速
や
か
に
報
告
で
き
る
体
制
作
り
及
び
事
故
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

H
3
0
.
7
.
2
0

利
用
者
及
び
家
族
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
不
十
分
で
あ
り
、
漫
然
か
つ
画
一
的

な
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
利
用
者
一
人
一
人
の
状
況
等
に
合
わ
せ
た
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
7
.
2
7

鳥
取
市
か
ら
は
参
考
様
式
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
為
、
検
索

に
よ
り
該
当
し
た
東
京
の
通
所
介
護
計
画
書
を
利
用
し
、
7
月
か
ら
の
計
画
作
成
に

あ
た
り
ま
す
。

H
3
0
.
7
.
2
0

計
画
の
長
期
及
び
短
期
目
標
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
が

不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
7
.
2
7

鳥
取
市
か
ら
は
参
考
様
式
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
為
、
検
索

に
よ
り
該
当
し
た
東
京
の
通
所
介
護
計
画
書
を
利
用
し
、
8
月
か
ら
の
計
画
作
成
に

あ
た
り
ま
す
。

H
3
0
.
7
.
2
0

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
い
て
利
用
者
の
家
族
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は

当
該
家
族
の
同
意
を
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
得
る
こ
と
。

H
3
0
.
7
.
2
7

新
た
に
個
人
情
報
利
用
に
伴
う
同
意
書
を
、
利
用
さ
れ
て
い
る
家
族
様
へ
交
付
し
、

署
名
・
捺
印
さ
れ
た
も
の
を
回
収
中
で
す
。

H
3
0
.
7
.
2
0

訪
問
介
護
計
画
書
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
添
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の

で
、
速
や
か
に
同
意
を
得
て
添
付
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
7
.
2
7

利
用
者
家
族
に
連
絡
し
、
署
名
・
捺
印
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
1

通
所
介
護

H
3
0
.
1
1
.
2
8

運
動
器
機
能
向
上
加
算
に
係
る
計
画
に
つ
い
て
は
、
実
施
頻
度
及
び
１
回
当
た
り
の

実
施
時
間
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
6

運
動
器
機
能
向
上
訓
練
計
画
書
に
実
施
時
間
の
記
載
欄
を
設
け
る
。

2
2

通
所
介
護

H
3
0
.
7
.
1
8

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
い
て
利
用
者
の
家
族
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は

当
該
家
族
の
同
意
を
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
得
る
こ
と
。

H
3
0
.
8
.
1
6

家
族
等
か
ら
の
同
意
書
に
つ
い
て
検
討
・
作
成
予
定
。

R
2
3

通
所
リ
ハ

H
3
0
.
1
1
.
1
5

運
動
機
能
向
上
加
算
に
つ
い
て
、
短
期
目
標
が
運
動
器
機
能
向
上
計
画
書
で
は
な

く
、
評
価
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、
計
画
書
内
に
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
2
.
1
2

運
動
器
機
能
向
上
計
画
様
式
に
短
期
目
標
を
記
載
、
計
画
内
容
を
説
明
し
運
用
を
開

始
し
て
い
る
。

H
3
0
.
8
.
2
0

管
理
者
は
、
介
護
支
援
専
門
員
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い

う
。
）
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
。

H
3
0
.
9
.
1
8

業
務
日
誌
に
介
護
支
援
専
門
員
が
業
務
実
施
日
及
び
業
務
内
容
の
記
録
を
行
う
と
と

も
に
、
管
理
者
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
様
式
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

H
3
0
.
8
.
2
0

計
画
の
作
成
に
お
い
て
、
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
が
行
う
べ
き
業
務
を
担
当
介

護
職
員
等
が
行
っ
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
計
画
の
作
成
は
、
計
画
担
当
介

護
支
援
専
門
員
が
行
う
こ
と
。

H
3
0
.
9
.
1
8

介
護
支
援
専
門
員
が
行
う
べ
き
業
務
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
介
護
支
援
専
門
員
と

受
け
持
ち
担
当
者
（
介
護
職
）
が
明
確
に
な
る
よ
う
様
式
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

福
祉
施
設

訪
問
介
護

通
所
介
護

訪
問
介
護

S
2
4

QP

1
9

2
0

O
1
8
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法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

H
3
0
.
1
1
.
6

運
営
規
程
に
利
用
料
の
３
割
負
担
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。
ま
た
重
要
事
項
説
明

書
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担
別
の
料
金
が
分
か
る
よ
う
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
2
.
6

「
運
営
規
程
」
を
変
更
し
た
。

「
重
要
事
項
説
明
書
」
に
利
用
者
負
担
別
の
料
金
が
分
か
る
表
を
作
成
し
た
。

H
3
0
.
1
1
.
6

重
要
事
項
説
明
書
に
つ
い
て
、
事
故
発
生
時
の
対
応
及
び
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
第

三
者
評
価
の
実
施
状
況
（
実
施
の
有
無
、
実
施
し
た
直
近
の
年
月
日
、
実
施
し
た
評

価
機
関
の
名
称
、
評
価
結
果
の
開
示
状
況
）
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
2
.
6

「
重
要
事
項
説
明
書
」
に
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

H
3
0
.
1
1
.
6

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
際
し
て
、
使
用
し
た
契
約
書
及
び
重
要
事
項
説
明
書
の
様
式
が
医

療
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
開

始
に
係
る
契
約
及
び
重
要
事
項
の
説
明
を
行
っ
た
こ
と
と
な
ら
な
い
た
め
、
十
分
注

意
す
る
こ
と
。

H
3
1
.
1
2
.
6

こ
の
事
例
以
降
、
高
齢
の
利
用
者
に
関
し
て
は
医
療
保
健
、
介
護
保
険
、
い
ず
れ
の

適
用
か
を
し
っ
か
り
判
断
し
た
上
で
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

H
3
0
.
1
1
.
6

従
業
者
に
対
す
る
秘
密
保
持
の
誓
約
書
が
全
員
分
徴
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
徴
す
こ

と
。

H
3
1
.
1
2
.
6

秘
密
保
持
誓
約
書
を
全
員
分
徴
す
る
と
共
に
管
理
者
が
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

秘
密
保
持
の
必
要
性
を
説
明
し
た
。

H
3
0
.
8
.
2
0

事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
、
重
要
事
項
説
明
書
を
掲
示
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
9
.
1
9

指
導
以
降
は
入
り
口
付
近
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
い
る
。

H
3
0
.
8
.
2
0

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
に
お
い
て
、
利
用
者
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は
利
用

者
の
同
意
を
、
利
用
者
の
家
族
の
個
人
情
報
を
用
い
る
場
合
は
当
該
家
族
の
同
意

を
、
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
得
る
こ
と
。

H
3
0
.
9
.
1
9

指
導
以
降
は
同
意
書
に
て
同
意
を
得
て
い
る
。

H
3
0
.
8
.
2
0

事
業
所
ご
と
に
経
理
を
区
分
す
る
と
と
も
に
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
の
会
計
と
そ
の

他
の
事
業
の
会
計
を
区
分
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
9
.
1
9

次
期
3
0
年
度
決
算
よ
り
報
告
書
に
訪
問
・
居
宅
を
按
分
し
た
額
を
記
入
す
る
。

H
3
0
.
8
.
2
0

見
守
り
は
常
時
介
助
で
き
る
状
態
で
行
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
医
行
為
に
あ
た
る
配

薬
に
対
し
て
の
見
守
り
を
訪
問
介
護
で
行
う
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
担

当
介
護
支
援
専
門
員
と
相
談
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
変
更
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
9
.
1
9

介
護
支
援
専
門
員
と
相
談
後
、
配
薬
を
訪
問
介
護
員
が
行
う
こ
と
を
中
止
。

H
3
0
.
1
0
.
3

や
む
を
得
ず
身
体
拘
束
を
行
っ
た
場
合
の
記
録
に
つ
い
て
、
内
容
が
不
十
分
で
あ
っ

た
。
身
体
拘
束
を
行
う
場
合
は
、
そ
の
様
態
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所
者
の
心
身

の
状
況
並
び
に
や
む
を
得
な
い
理
由
を
具
体
的
に
記
録
す
る
こ
と

H
3
0
.
1
0
.
2
2

身
体
拘
束
防
止
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
身
体
拘
束
の
指
針
と
適
正
化
対
策
委
員

会
を
設
置
。
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
自
己
点
検
を
行
い
、
拘
束
に
該
当

す
る
行
為
が
無
い
事
を
確
認
す
る
。

H
3
0
.
1
0
.
3

重
要
事
項
説
明
書
の
内
容
に
不
足
が
あ
っ
た
。
重
要
事
項
説
明
書
に
は
、
運
営
規
程

の
概
要
、
介
護
居
室
等
の
概
要
、
利
用
料
の
額
及
び
そ
の
改
定
の
方
法
、
事
故
発
生

時
の
対
応
、
苦
情
窓
口
及
び
苦
情
処
理
の
体
制
及
び
手
順
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
0
.
2
2

法
人
グ
ル
ー
プ
内
の
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
は
開
設
時
に
指
導
を

受
け
重
要
事
項
説
明
書
に
添
付
書
類
と
し
て
「
重
要
事
項
付
属
説
明
書
」
が
添
付
さ

れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
内
容
に
苦
情
処
理
手
順
等
を
追
記
し
て
追
加
し
た
。

H
3
0
.
1
0
.
3

一
部
の
従
業
者
か
ら
守
秘
義
務
に
関
す
る
誓
約
書
が
徴
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
全
員

分
を
徴
し
、
保
管
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
0
.
2
2

雇
用
時
に
行
政
指
導
対
象
と
な
る
重
要
な
書
類
で
あ
る
こ
と
を
職
員
に
説
明
し
提
出

を
求
め
る
。
ま
た
、
未
提
出
分
に
つ
い
て
こ
ま
め
な
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

H
3
0
.
1
0
.
3

事
故
発
生
の
記
録
に
つ
い
て
、
家
族
へ
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
家
族
に

報
告
す
る
こ
と
。

H
3
0
.
1
0
.
2
2

見
守
り
体
制
を
強
化
し
事
故
発
生
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
事
故
発
生
時
は
ご
家
族
に
報

告
を
行
う
。

訪
問
看
護

特
定
施
設

訪
問
介
護

W
2
7

T
2
5

U
2
6

 7 
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所
　
属

中
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局

作
成
時
点

平
成
３
１
年
２
月
２
８
日
時
点

法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

 
文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
 

報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

法
人
E

e
事
業
所

通
所
介
護

平
成
3
0
年
8
月
2
7
日

通
所
介
護
計
画
書
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
署
名
及
び
押
印
の
な
い
も
の
が
あ
っ
た

の
で
、
説
明
後
は
利
用
者
の
同
意
を
得
た
上
で
署
名
及
び
押
印
を
得
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
9
月
2
6
日

通
所
介
護
計
画
書
管
理
担
当
者
を
２
名
お
き
、
通
所
介
護
計
画
書
管
理
表
（
パ
ソ

コ
ン
内
で
保
管
、
添
付
様
式
あ
り
）
で
期
限
を
守
り
、
通
所
介
護
計
画
書
を
作
成

し
、
本
人
・
家
族
へ
説
明
し
、
同
意
を
得
て
、
署
名
と
捺
印
を
も
ら
っ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
。

法
人
F

ｆ
事
業
所

通
所
介
護

平
成
3
0
年
8
月
2
7
日

法
人
内
の
他
事
業
所
と
兼
務
す
る
従
業
者
(
理
学
療
法
士
)
の
「
勤
務
体
制
一
覧
及

び
勤
務
実
績
」
に
つ
い
て
、
勤
務
時
間
が
相
違
し
て
い
る
も
の
及
び
１
名
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
事
業
所
ご
と
に
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
9
月
2
5
日

非
常
勤
の
理
学
療
法
士
を
常
勤
と
表
示
し
て
お
り
、
勤
務
時
間
も
法
人
内
の
他
事

業
所
と
合
わ
せ
た
時
間
を
標
記
し
て
い
た
が
、
他
事
業
所
を
含
め
な
い
当
施
設
で

勤
務
し
た
時
間
の
み
の
表
記
す
る
。
ま
た
、
他
の
理
学
療
法
士
が
勤
務
し
て
い
た

が
勤
務
表
に
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
勤
務
表
に
記
載
。
間
違
い
の
記
載
に
つ

い
て
理
解
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
適
正
に
勤
務
体
制
一
覧
表
を
作
り
管
理
し
て
い

き
ま
す
。

法
人
G

ｇ
事
業
所

通
所
介
護

平
成
3
0
年
9
月
5
日

（
１
）
指
定
通
所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
中
に
、
骨
折
事
故
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
通
所
介

護
の
提
供
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
町
村
、
利
用
者
の
家
族
及
び
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
等
に
連
絡
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
骨
折
、
転
倒
を
生
じ
た
事
案
が
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
記
録
さ
れ
て
い
た
の

で
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
と
事
故
の
定
義
を
整
理
し
、
適
正
に
記
録
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
1
0
月
1
日

（
１
）
市
町
村
と
相
談
し
、
事
故
と
再
確
認
し
、
市
町
村
に
事
故
報
告
の
届
出
処

理
を
行
っ
た
。
鳥
取
県
中
部
福
祉
保
健
局
に
も
事
故
報
告
の
届
出
を
致
し
ま
し

た
。

（
２
）
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
と
事
故
の
境
界
線
を
整
理
し
、
適
正
な
事
故
報
告
書
を
作

成
す
る
と
共
に
、
今
後
事
故
が
お
き
な
い
よ
う
に
職
員
間
で
周
知
徹
底
を
図
り
ま

し
た
。

福
祉
用
具
貸
与

平
成
3
0
年
9
月
5
日

（
１
）
事
業
所
に
運
営
規
程
、
重
要
事
項
説
明
書
等
の
掲
示
を
す
る
こ
と
。

（
２
）
従
業
者
及
び
従
業
者
で
あ
っ
た
者
が
、
業
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
な
か
っ
た
の
で
、
同
意
書
等
を
取
る

こ
と
。

（
３
）
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
構
成
、
健
康

状
態
等
の
情
報
を
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
入
手
す
る
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
の
心

身
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
る
た
め
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
9
月
1
0
日

（
１
）
運
営
規
程
、
重
要
事
項
説
明
書
を
当
社
相
談
コ
ナ
ー
の
目
の
付
く
場
所
に

掲
示
し
た
。

（
２
）
従
業
員
２
名
に
対
し
て
秘
密
情
報
の
扱
い
に
関
す
る
誓
約
書
を
作
成
し
、

記
名
押
印
を
行
っ
た
。

（
３
）
利
用
者
毎
に
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
基
本
情
報
と
い
う
様
式
を
用
い
て

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

介
護
予
防
福
祉

用
具
貸
与

平
成
3
0
年
9
月
5
日

（
１
）
事
業
所
に
運
営
規
程
、
重
要
事
項
説
明
書
等
の
掲
示
を
す
る
こ
と
。

（
２
）
従
業
者
及
び
従
業
者
で
あ
っ
た
者
が
、
業
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
な
か
っ
た
の
で
、
同
意
書
等
を
取
る

こ
と
。

（
３
）
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
構
成
、
健
康

状
態
等
の
情
報
を
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
入
手
す
る
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
の
心

身
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
る
た
め
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
9
月
1
0
日

（
１
）
運
営
規
程
、
重
要
事
項
説
明
書
を
当
社
相
談
コ
ナ
ー
の
目
の
付
く
場
所
に

掲
示
し
た
。

（
２
）
従
業
員
２
名
に
対
し
て
秘
密
情
報
の
扱
い
に
関
す
る
誓
約
書
を
作
成
し
、

記
名
押
印
を
行
っ
た
。

（
３
）
利
用
者
毎
に
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
基
本
情
報
と
い
う
様
式
を
用
い
て

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

特
定
福
祉
用
具

販
売

平
成
3
0
年
9
月
5
日

（
１
）
事
業
所
に
運
営
規
程
、
重
要
事
項
説
明
書
等
の
掲
示
を
す
る
こ
と
。

（
２
）
従
業
者
及
び
従
業
者
で
あ
っ
た
者
が
、
業
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
な
か
っ
た
の
で
、
同
意
書
等
を
取
る

こ
と
。

（
３
）
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
構
成
、
健
康

状
態
等
の
情
報
を
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
入
手
す
る
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
の
心

身
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
る
た
め
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
9
月
1
0
日

（
１
）
運
営
規
程
、
重
要
事
項
説
明
書
を
当
社
相
談
コ
ナ
ー
の
目
の
付
く
場
所
に

掲
示
し
た
。

（
２
）
従
業
員
２
名
に
対
し
て
秘
密
情
報
の
扱
い
に
関
す
る
誓
約
書
を
作
成
し
、

記
名
押
印
を
行
っ
た
。

（
３
）
利
用
者
毎
に
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
基
本
情
報
と
い
う
様
式
を
用
い
て

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

特
定
介
護
予
防

福
祉
用
具
販
売

平
成
3
0
年
9
月
5
日

（
１
）
事
業
所
に
運
営
規
程
、
重
要
事
項
説
明
書
等
の
掲
示
を
す
る
こ
と
。

（
２
）
従
業
者
及
び
従
業
者
で
あ
っ
た
者
が
、
業
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
す

こ
と
の
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
な
か
っ
た
の
で
、
同
意
書
等
を
取
る

こ
と
。

（
３
）
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
構
成
、
健
康

状
態
等
の
情
報
を
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
入
手
す
る
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
の
心

身
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
る
た
め
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
9
月
1
0
日

（
１
）
運
営
規
程
、
重
要
事
項
説
明
書
を
当
社
相
談
コ
ナ
ー
の
目
の
付
く
場
所
に

掲
示
し
た
。

（
２
）
従
業
員
２
名
に
対
し
て
秘
密
情
報
の
扱
い
に
関
す
る
誓
約
書
を
作
成
し
、

記
名
押
印
を
行
っ
た
。

（
３
）
利
用
者
毎
に
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
基
本
情
報
と
い
う
様
式
を
用
い
て

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ト
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

＜
平
成
３
０
年
度
実
施
分
＞
実
地
指
導
及
び
業
務
管
理
体
制
一
般
検
査
に
お
け
る
指
摘
事
項

法
人
H

h
事
業
所

 9 



所
　
属

中
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局

作
成
時
点

平
成
３
１
年
２
月
２
８
日
時
点

法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

 
文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
 

報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

＜
平
成
３
０
年
度
実
施
分
＞
実
地
指
導
及
び
業
務
管
理
体
制
一
般
検
査
に
お
け
る
指
摘
事
項

法
人
I

i
事
業
所

通
所
介
護

平
成
3
0
年
9
月
1
2
日

（
１
）
通
所
介
護
計
画
書
の
目
標
に
つ
い
て
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
か
ら
の
転
記

と
な
っ
て
い
た
の
で
、
生
活
機
能
の
維
持
ま
た
は
向
上
を
目
指
す
た
め
の
通
所
介

護
事
業
所
と
し
て
の
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
。

（
２
）
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
て
な
か
っ
た
の
で
、
利
用
者
の
心
身

の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
る
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
入
手
す
る
な
ど
に
よ

り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
1
0
月
1
1
日

（
１
）
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
た
、
通
所
介
護
事
業
所
と
し
て
の
目
標
を

９
月
か
ら
設
定
し
な
お
し
つ
つ
あ
り
、
６
ヶ
月
後
の
平
成
３
１
年
２
月
ま
で
に
は

す
べ
て
改
善
す
る
予
定
。

（
２
）
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
情
報
を
入
手
し
、
通
所
介
護
介
護
事
業
所
独
自
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
作
成
し
つ
つ
あ
り
、
平
成
３
０
年
１
２
月
中
に
は
完
了

す
る
予
定
。

訪
問
入
浴
介
護

平
成
3
0
年
9
月
1
2
日

居
宅
介
護
支
援
専
門
員
等
と
の
連
携
に
関
す
る
内
容
は
、
記
録
と
し
て
残
す
こ

と
。

平
成
3
0
年
1
0
月
5
日

申
し
送
り
事
項
に
居
宅
介
護
支
援
専
門
員
と
の
連
携
内
容
、
伝
達
事
項
を
記
載
し

た
。
ど
の
職
員
が
職
員
が
見
て
も
利
用
者
様
の
状
況
、
状
態
が
理
解
で
き
る
様
、

明
確
に
記
載
し
た
。

介
護
予
防
訪
問

入
浴
介
護

平
成
3
0
年
9
月
1
2
日

居
宅
介
護
支
援
専
門
員
等
と
の
連
携
に
関
す
る
内
容
は
、
記
録
と
し
て
残
す
こ

と
。

平
成
3
0
年
1
0
月
5
日

申
し
送
り
事
項
に
居
宅
介
護
支
援
専
門
員
と
の
連
携
内
容
、
伝
達
事
項
を
記
載
し

た
。
ど
の
職
員
が
職
員
が
見
て
も
利
用
者
様
の
状
況
、
状
態
が
理
解
で
き
る
様
、

明
確
に
記
載
し
た
。

法
人
K

k
a
事
業
所

訪
問
介
護

平
成
3
0
年
1
0
月
3
日

運
営
規
程
の
概
要
、
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認

め
ら
れ
る
重
要
事
項
が
掲
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
掲
示
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
1
0
月
2
4
日

運
営
規
程
及
び
重
要
事
項
説
明
書
を
掲
示
し
た
。

法
人
S

s
b
事
業
所

訪
問
介
護

平
成
3
0
年
1
1
月
2
1
日

（
１
）
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
行

わ
れ
て
い
た
の
で
、
他
に
同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
の
う
え
、
保
険
者
に

相
談
し
、
必
要
に
応
じ
て
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
自
主
点
検
の
結
果
に

つ
い
て
県
に
報
告
す
る
こ
と
。

（
２
）
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
申
込
者
又
は
そ
の

家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
の
重
要
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
及
び
説

明
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
申
込
者
の
同
意
を
得
た
こ
と
が
書
面
で
確
認
で
き

な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
他
に
同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
の
う
え
、
保

険
者
に
相
談
し
、
必
要
に
応
じ
て
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

平
成
3
0
年
1
2
月
2
0
日

（
１
）
保
険
者
と
相
談
の
結
果
、
早
急
に
過
誤
調
整
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
自

主
点
検
の
結
果
、
他
に
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
計
画
書
に
沿
っ

て
ご
利
用
様
に
も
説
明
し
、
確
認
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
保
険
者
と
相
談
の
結
果
、
書
類
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
自
主
点

検
の
結
果
、
他
に
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
前
に

書
面
で
の
同
意
を
い
た
だ
く
よ
う
に
徹
底
し
ま
す
。

法
人
T

t
事
業
所

通
所
介
護

平
成
3
0
年
1
1
月
2
8
日

認
知
症
加
算
に
つ
い
て
、
日
常
生
活
自
立
度
の
ラ
ン
ク
に
該
当
し
な
い
者
を
算
定

し
て
い
た
の
で
、
他
に
同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
の
う
え
、
保
険
者
に
相

談
し
、
必
要
に
応
じ
て
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

平
成
3
0
年
1
2
月
1
4
日

他
に
同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
を
実
施
し
、
同
様
の
事
例
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
認
知
症
加
算
を
誤
っ
て
算
定
し
た
事
例
に
つ
い
て
、
保
険
者
と
相
談

し
、
1
2
月
4
日
付
で
介
護
給
付
費
過
誤
申
立
を
行
っ
た
。

法
人
U

u
事
業
所

通
所
介
護

平
成
3
0
年
1
1
月
2
8
日

運
営
規
程
の
概
要
、
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認

め
ら
れ
る
重
要
事
項
が
掲
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
掲
示
す
る
こ
と
。

平
成
3
0
年
1
2
月
4
日

１
階
通
路
及
び
２
階
食
堂
兼
機
能
訓
練
室
の
壁
面
に
運
営
規
程
の
概
要
、
重
要
事

項
の
掲
示
を
し
ま
し
た
。

法
人
W

w
事
業
所

通
所
介
護

平
成
3
0
年
1
2
月
1
3
日

（
１
）
運
営
規
程
の
概
要
、
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
が
掲
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
掲
示
す
る
こ

と
。

（
２
）
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
申
込
者
又
は
そ
の

家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
の
重
要
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
及
び
説

明
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
申
込
者
の
同
意
を
得
た
こ
と
が
書
面
で
確
認
で
き

な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
他
に
同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
の
う
え
、
保

険
者
に
相
談
し
、
必
要
に
応
じ
て
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

平
成
3
1
年
1
月
1
7
日

（
１
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ア
ー
内
に
運
営
規
程
の
概
要
等
を
掲
示
し
ま
し
た
。

（
２
）
保
険
者
と
調
整
の
結
果
、
書
類
の
整
備
を
行
い
、
今
回
は
過
誤
調
整
な
し

と
な
っ
た
。
今
後
は
、
要
支
援
か
ら
要
介
護
に
な
っ
た
際
や
新
規
利
用
の
申
込
み

が
あ
っ
た
際
は
、
す
み
や
か
に
書
面
の
交
付
を
行
い
。
不
備
の
生
じ
な
い
よ
う
対

応
し
ま
す
。

法
人
J

j
事
業
所
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所
　
属

中
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局

作
成
時
点

平
成
３
１
年
２
月
２
８
日
時
点

法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類

 
文
書
指
摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
 

報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

＜
平
成
３
０
年
度
実
施
分
＞
実
地
指
導
及
び
業
務
管
理
体
制
一
般
検
査
に
お
け
る
指
摘
事
項

福
祉
用
具
貸
与

平
成
3
0
年
1
2
月
2
7
日

従
業
者
の
勤
務
の
体
制
及
び
勤
務
形
態
一
覧
表
が
毎
月
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
1
年
1
月
2
9
日

毎
月
２
０
日
に
翌
月
従
業
員
の
勤
務
の
体
制
及
び
勤
務
形
態
一
覧
表
を
作
成
し
、

フ
ァ
イ
ル
保
存
す
る
。

介
護
予
防
福
祉

用
具
貸
与

平
成
3
0
年
1
2
月
2
7
日

従
業
者
の
勤
務
の
体
制
及
び
勤
務
形
態
一
覧
表
が
毎
月
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
1
年
1
月
2
9
日

毎
月
２
０
日
に
翌
月
従
業
員
の
勤
務
の
体
制
及
び
勤
務
形
態
一
覧
表
を
作
成
し
、

フ
ァ
イ
ル
保
存
す
る
。

特
定
福
祉
用
具

販
売

平
成
3
0
年
1
2
月
2
7
日

従
業
者
の
勤
務
の
体
制
及
び
勤
務
形
態
一
覧
表
が
毎
月
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
1
年
1
月
2
9
日

毎
月
２
０
日
に
翌
月
従
業
員
の
勤
務
の
体
制
及
び
勤
務
形
態
一
覧
表
を
作
成
し
、

フ
ァ
イ
ル
保
存
す
る
。

特
定
介
護
予
防

福
祉
用
具
販
売

平
成
3
0
年
1
2
月
2
7
日

従
業
者
の
勤
務
の
体
制
及
び
勤
務
形
態
一
覧
表
が
毎
月
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
作
成
す
る
こ
と
。

平
成
3
1
年
1
月
2
9
日

毎
月
２
０
日
に
翌
月
従
業
員
の
勤
務
の
体
制
及
び
勤
務
形
態
一
覧
表
を
作
成
し
、

フ
ァ
イ
ル
保
存
す
る
。

法
人
Y

y
事
業
所

通
所
介
護

平
成
3
0
年
1
2
月
2
7
日

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
第
2
0

条
の
規
定
に
従
い
、
従
業
者
に
対
す
る
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
。

平
成
3
1
年
1
月
2
9
日

自
施
設
に
て
高
齢
者
虐
待
防
止
の
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
実

施
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

介
護
老
人
保
健

施
設

平
成
3
1
年
1
月
7
日

試
行
的
退
所
時
指
導
加
算
に
つ
い
て
、
試
行
的
退
所
に
該
当
し
な
い
者
を
算
定
し

て
い
た
の
で
、
他
に
同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
の
う
え
、
保
険
者
に
相
談

し
、
必
要
に
応
じ
て
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

平
成
3
1
年
2
月
1
日

同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
を
行
い
、
当
該
加
算
を
算
定
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
保
険
者
に
相
談
し
、
1
月
1
8
日
に
過
誤
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

介
護
老
人
保
健

施
設
ユ
ニ
ッ
ト

平
成
3
1
年
1
月
7
日

試
行
的
退
所
時
指
導
加
算
に
つ
い
て
、
試
行
的
退
所
に
該
当
し
な
い
者
を
算
定
し

て
い
た
の
で
、
他
に
同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
の
う
え
、
保
険
者
に
相
談

し
、
必
要
に
応
じ
て
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

平
成
3
1
年
2
月
1
日

同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
を
行
い
、
当
該
加
算
を
算
定
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
保
険
者
に
相
談
し
、
1
月
1
8
日
に
過
誤
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

法
人
A
A

a
a
事
業
所

訪
問
介
護

平
成
3
1
年
1
月
7
日

（
１
）
事
業
所
の
利
用
者
か
ら
見
や
す
い
場
所
に
、
運
営
規
程
の
概
要
、
訪
問
介

護
職
員
等
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
す
る
こ
と
。

（
２
）
訪
問
介
護
計
画
書
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
行
わ

れ
て
い
た
の
で
、
他
に
同
様
の
事
例
が
な
い
か
自
主
点
検
の
う
え
、
保
険
者
に
相

談
し
、
必
要
に
応
じ
て
過
誤
調
整
を
行
う
こ
と
。

平
成
3
1
年
1
月
2
1
日

（
１
）
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
務
室
に
、
運
営
規
程
、
勤
務
表
、

重
要
事
項
説
明
書
及
び
利
用
者
か
ら
の
苦
情
を
処
理
す
る
た
め
に
講
ず
る
処
置
の

概
要
等
を
掲
示
し
ま
し
た
。

（
２
）
保
険
者
と
相
談
し
た
結
果
、
利
用
者
に
事
情
を
説
明
し
、
身
体
介
護
の
記

載
の
あ
る
訪
問
介
護
計
画
書
に
署
名
押
印
を
い
た
だ
い
て
書
類
の
不
備
を
是
正
し

ま
し
た
。
な
お
、
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
、
他
に
同
様
の
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

法
人
Z

z
事
業
所

法
人
X

x
事
業
所
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所
　
属

西
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局

作
成
時
点

平
成
３
１
年
２
月
１
４
日
時
点

法
人
名

事
業
所
名

サ
ー
ビ
ス
種
類
文

書
指

摘
日

指
摘

・
指

導
事

項
報
告
受
理
日

文
書
指
摘
に
対
す
る
改
善
結
果
又
は
改
善
方
法

事
業
所
d
1

訪
問
介
護

準
備
中

高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
。
（
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
）

事
業
所
d
2

訪
問
看
護

介
護
予
防
訪
問
看

護
準
備
中

高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
。
（
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
）

法
人
F

施
設
f

介
護
老
人
保
健
施

設
準
備
中

他
事
業
と
の
間
で
事
業
の
会
計
及
び
経
理
を
区
分
す
る
こ
と
。
（
会
計
及
び
経
理
が

未
区
分
で
あ
っ
た
。
）

準
備
中

高
齢
者
虐
待
防
止
の
た
め
の
職
員
研
修
を
行
う
こ
と
。
（
研
修
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
）

準
備
中

他
事
業
と
会
計
及
び
経
理
を
区
分
す
る
こ
と
。
（
会
計
及
び
経
理
の
区
分
が
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
）

準
備
中

高
齢
者
虐
待
防
止
研
修
を
実
施
し
、
そ
の
記
録
を
残
す
こ
と
。
（
研
修
実
施
を
確
認

で
き
る
記
録
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
）

準
備
中

他
事
業
と
の
会
計
及
び
経
理
を
区
分
す
る
こ
と
。
（
会
計
及
び
経
理
の
区
分
が
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
）

準
備
中

個
別
機
能
訓
練
（
Ⅱ
）
の
算
定
要
件
で
あ
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
個
別
機
能

訓
練
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
事
業
所
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を
行
い
、
適
切
に
記

録
す
る
こ
と
。
（
記
録
書
類
が
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
係
保
険
者
へ
協
議
し
、
保
険
者
の
指
示
に
従
い
報
酬
返

納
を
行
う
こ
と
。

準
備
中

口
腔
機
能
向
上
加
算
の
算
定
要
件
で
あ
る
利
用
者
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
個
別
機
能
訓

練
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
事
業
所
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を
行
い
、
適
切
に
記
録

す
る
こ
と
。
（
記
録
書
類
が
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
係
保
険
者
へ
協
議
し
、
保
険
者
の
指
示
に
従
い
報
酬
返

納
を
行
う
こ
と
。

事
業
所
j
1

訪
問
介
護

準
備
中

他
事
業
と
会
計
及
び
経
理
を
区
分
す
る
こ
と
。
（
会
計
及
び
経
理
の
事
業
間
区
分
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
）

準
備
中

管
理
者
の
勤
務
実
績
の
管
理
を
適
切
な
方
法
で
行
う
こ
と
。
（
取
締
役
で
あ
り
出
勤

簿
を
作
成
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
代
わ
る
記
録
書
類
を
作
成
し
て
い
な
か
っ

た
。
）

準
備
中

他
事
業
と
会
計
及
び
経
理
を
区
分
す
る
こ
と
。
（
会
計
及
び
経
理
の
事
業
間
区
分
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
）

準
備
中

入
所
者
の
処
遇
に
つ
い
て
、
自
ら
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
入
所
者

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
。
（
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
等
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
）

準
備
中

他
事
業
と
会
計
及
び
経
理
の
区
分
を
行
う
こ
と
。
（
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
会
計
及
び

経
理
の
区
分
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
）

＜
平
成
３
０
年
度
実
施
分
＞
実
地
指
導
及
び
業
務
管
理
体
制
一
般
検
査
に
お
け
る
指
摘
事
項

法
人
H

事
業
所
h

訪
問
介
護

法
人
D

施
設
k

介
護
老
人
保
健
施

設
法
人
K

法
人
I

事
業
所
i

通
所
介
護

事
業
所
j
2

訪
問
看
護

介
護
予
防
訪
問
看

護

法
人
J
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介 護 保 険 最 新 情 報 

 

 

 

 

 

Vol.676    

平成 30 年 8 月 30 日 

厚 生 労 働 省 老 健 局 

高齢者支援課・振興課 
 貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各 介 護 保 険 関 係 団 体  御 中 

← 厚生労働省 老健局 高齢者支援課・振興課 

今回の内容 

 

市町村や地域包括支援センターにおける身元保証等高

齢者サポート事業に関する相談への対応について 

計１１枚（本紙を除く） 

 

連絡先  TEL : 03-5253-1111(内線 3979) 

FAX : 03-3503-2167 

 

参　考
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 老高発 0830 第１号 

老振発 0830 第２号 

平成 30 年８月 30 日 

 

各都道府県介護保険主管部（局）長 殿 

 

  厚生労働省老健局  

高齢者支援課 

振 興 課 

 

市町村や地域包括支援センターにおける 

身元保証等高齢者サポート事業に関する相談への対応について 

 

我が国においては、少子高齢化が進展し、高齢者の単身世帯が増加しているこ

とを背景に、主に一人暮らしの高齢者等を対象とした、身元保証や日常生活支援、

死後事務等に関するサービスを提供する事業形態（以下「身元保証等高齢者サポ

ート事業」という。）が生まれている。 

こうしたサービスの需要は、今後一層高まっていくことが見込まれている一

方で、指導監督に当たる行政機関が必ずしも明らかではなく、また、利用者から

の苦情についてもほとんど把握されていないことに鑑み、消費者委員会は、平成

29 年 1 月 31 日に、当該事業に係る消費者被害を防止する観点から、「身元保証

等高齢者サポート事業に関する消費者問題についての建議」（以下「建議」とい

う。）を取りまとめた。 

当該建議において、「厚生労働省は、関係行政機関と連携して、身元保証等高

齢者サポート事業において消費者問題が発生していることを踏まえ、事業者に

対してヒアリングを行うなど、その実態把握を行うこと。」等とされていること

を踏まえ、厚生労働省は、平成 29 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「地

域包括ケアシステムの構築に向けた公的介護保険外サービスの質の向上を図る

ための支援のあり方に関する調査研究事業」（以下「調査研究事業」という。）に

おいて実態調査を行うとともに、利用者に対する支援の在り方について検討を

行い、報告書が取りまとめられたところである。 

今般、報告書の内容を踏まえ、各市町村や地域包括支援センターにおける、身

元保証等高齢者サポート事業に関する相談を受けた場合の取扱いを下記のとお

り示すので、貴管内市町村へ周知するとともに、適切な運用に努められたい。 

なお、本通知は消費者庁消費者政策課と協議済みであり、その内容は同課から
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各都道府県・市町村の消費生活センター・相談窓口にも周知される予定であるこ

とを申し添える。 

また、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項に

規定する技術的な助言である。 

 

 

記 

 

１．身元保証等高齢者サポート事業に関する相談への対応について 

高齢者の単身世帯が増加していること等を背景に、身元保証等高齢者サポー

ト事業の需要は今後も一層高まっていくことが見込まれているが、高齢者やそ

の家族等が身元保証等高齢者サポート事業を利用する場合、高齢者等は、どのよ

うな点に着目してサービス内容や事業者を選択すれば良いのか分からない、ど

の機関に相談したら分からない等の不安を抱えている。 

こうした課題に対応するため、調査研究事業は、高齢者等が安心して身元保

証等高齢者サポート事業を利用できるよう、当該事業についての説明と、利用す

る事業者及びサービスを検討する際のポイントを示した普及啓発資料（以下「ポ

イント集」という。）を作成した。 

市町村や地域包括支援センターにおいては、身元保証等高齢者サポート事業

に関する相談を受けた場合は、別添のポイント集を適宜活用し、適切な助言を行

うようお願いする。 

また、高齢者やその家族等が身元保証等高齢者サポート事業を安心して利用

するためには、当該事業による消費者被害を防ぐことも重要であることから、消

費者行政部局との連携を一層促進し、必要な情報共有や、関係部署間の連携体制

の構築等に努められたい。その際、一部の市町村等の消費者行政部局においては、

消費者安全法（平成 21 年法律第 50 号）に基づいて設置できる消費者安全確保

地域協議会を活用し、消費生活上特に配慮を要する消費者の見守り等必要な取

組みを行っていることを踏まえ、地域包括支援センター等が構築を推進してい

る地域のネットワークとの連携を図られたい。 

 

２．介護施設等における身元保証人等に求める役割 

介護施設等における身元保証人等に求める役割等の実態については、消費者

委員会が平成 29 年１月に取りまとめた建議において、実態の把握等が求められ

ている。 

これを踏まえ、平成 29 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「介護施設等

における身元保証人等に関する調査研究事業」において、介護施設等が身元保証
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人等に求める役割等の実態を調査した結果が公表されたところである。 

本調査の結果、介護施設への入所（入院・入居）時に本人以外の署名を求めて

いる施設は 95.9%を占めており、施設側が身元引受人等に求める機能・役割は、

本人の責任範囲を超えた場合における滞納リスクの回避、本人の能力が衰えた

場合における身上保護および財産管理に大別されることが明らかとなった。 

なお、平成 30 年３月の全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議でも周知

したところであるが、介護保険施設に関する法令上は身元保証人等を求める規

定はなく、各施設の基準省令においても、正当な理由なくサービスの提供を拒否

することはできないこととされており、入院・入所希望者に身元保証人等がいな

いことは、サービス提供を拒否する正当な理由には該当しない。 

介護保険施設に対する指導・監督権限を持つ都道府県等におかれては、管内の

介護保険施設が、身元保証人等がいないことのみを理由に入所を拒むことや退

所を求めるといった不適切な取扱を行うことのないよう、適切に指導・監督を行

うようお願いする。 

 

 

 

【参考】 

○ 平成 29 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「地域包括ケアシステムの

構築に向けた公的介護保険外サービスの質の向上を図るための支援のあり方

に関する調査研究事業」報告書 

 ※https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=32522 

 

○ 平成 29 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「介護施設等における身元

保証人等に関する調査研究事業」報告書 

※https://www.mizuho-ir.co.jp/case/research/mhlw_kaigo2018.html 
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生活保護法における介護機関の指定等について 

鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局福祉監査指導課 
                      
１ 生活保護法における介護サービスの提供（介護扶助）の位置付け 

生活保護は同法第３条で『最低生活保障の原理』を掲げ、憲法第２５条の規定する理念に基づき『健

康で文化的な最低限度の生活』を保障することとしています。 
⇒その具体的な方法として、衣食住にかかるお金を給付する「生活扶助」や「住宅扶助」があり、こ

れらの金銭給付とは異なり、最低生活に必要な医療や介護のサービスを現物給付するのが「医療扶

助」や「介護扶助」となります。 
２ 生活保護法における指定介護機関とは 
 上記の『介護サービスの現物支給』について福祉事務所は、介護機関に「委託して行うものとする」

（生活保護法第３４条の２）とされており、このことにより、生活保護を受けている者に対する介護

サービスを提供しようとする機関は、「開設者の申請に基づき、事業所在地を所管する都道府県知事

の指定を受けること（生活保護法第５４条の２）」が必要になります。 
そして、この生活保護法による指定を受けた介護機関を生活保護法における「指定介護機関」とい

います。 
３ 生活保護法による指定に当たっての注意事項（みなし指定等の取扱い） 
 同法による指定にあたっては、『みなし指定』という以下の取扱いがあります。 
（１）平成２６年７月１日以降に新しく介護保険法による指定を受けた場合 
  同日施行された生活保護法の改正（改正法５４条の２）によって、新たに介護保険法の指定・許

可を受けた事業所・施設は、生活保護法における指定申請を別途行わなくても、同法による指定を

受けたとみなすことになりました。また、介護保険法による指定の取消や廃止があった場合には、

その効力を失うとされました。 
したがって、生活保護法の指定を受けたくない場合には、別途その旨の申出書の提出が必要です。 
（※地域密着型介護老人福祉施設と介護老人福祉施設については、この辞退は認められていません。） 

  ただし、休止・再開・変更等については「みなし」の規定がないため届出が必要となるので注意

していただく必要があります。（介護保険への変更申請だけでなく、別途、生活保護への変更申請

も行ってください。） 
（２）平成２６年６月３０日以前に既に生活保護法による指定を受けている場合 
  こちらについては「みなし指定」の扱いにはなりませんので、各変更申請のほか、取消や廃止の

際にも、生活保護への届出が必要です。 
（３）平成２６年６月３０日以前に介護保険法による指定を受けているが生活保護法による指定は受

けていない場合、若しくは、平成２６年７月１日以降にみなし指定を申出により辞退された場合 
  生活保護法による指定のための申請をはじめ、すべての届出が介護保険とは別途必要となります。 
 

必要な届出についての情報、提出様式、制度説明や関連通知など詳細を知りたい方は、県のホー

ムページをご覧ください。（http://www.pref.tottori.lg.jp/255466.htm） 
                 ★『鳥取県 福祉監査指導課 指定介護機関』 で検索。 

資　料　２
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４ 鳥取市の中核市移行による届出先の変更 
※鳥取市が中核市となった平成３０年４月１日以降、介護保険法による届出先と、生活保護法による

届出先について、各事業所の所在地よって次のようになっています。 
（１）鳥取市内の事業所 ⇒介護保険も生活保護も鳥取市役所が届出先です。 
（２）八頭郡、岩美郡の事業所 ⇒介護保険は鳥取市役所が届出先になり、生活保護の届出先は従前

のとおり、各町の福祉事務所若しくは県庁です。 
 
５ 参考（届出書類一覧） 

指定内容に変更等が生じた場合は、１０日以内に届出を行うことが必要です。

指
定
申
請
書

誓
約
書

変
更
届

廃
止
届

休
止
届

再
開
届

辞
退
届

処
分
届

新
規
申
請

新たに生活保護の指定を受ける場合
　※平成２６年７月１日以降の日付で介護保険法による
　　指定を受けた介護機関はみなし指定となるため不要

介護保険事業所番号の変更を伴わない次の変更があった場合
（１）開設者の名称、所在地の変更
（２）開設者の代表者の役職、氏名の変更
（３）事業所の名称、所在地の変更
（４）管理者の氏名、住所、生年月日の変更

○

（１）事業を廃止する場合
（２）事業廃止を伴わないものの、介護保険事業所番号が
　　変わった場合
　※平成２６年７月１日以降の日付で介護保険法による指定を
　　受けた場合

○

事業を休止する場合 ○

休止した事業を再開する場合 ○

生活保護法による指定を辞退する場合
（３０日以上の予告期間が必要）

○

他法による処分を受けた場合 ○

※ご不明な点等ありましたら、お問い合わせください。（TEL:０８５７－２６－７１４４）

指
定
を
受
け
て
い
る
場
合

○

提出書類

届出を要する場合
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指定介護機関介護担当規程 
 

（平成１２年３月３１日 厚生省告示第１９１号） 
 
 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第５４条の２第４項において準用する同法第５０条第１

項の規定により、指定介護機関介護担当規程を次のように定め、平成１２年４月１日から適用する。 
 
 （指定介護機関の義務） 
第１条  指定介護機関は、生活保護法に定めるところによるほか、この規程の定めると 

ころにより、介護を必要とする被保護者（以下「要介護者」という。）の介護を担当しなければな

らない。 
（提供義務） 

第２条 指定介護機関は、保護の実施機関から要介護者の介護の委託を受けたときは、         

当該要介護者に対する介護サービスの提供を正当な事由がなく拒んではならない。 
（介護券） 

第３条 指定介護機関は、要介護者に対し介護サービスを提供するに当たっては、当該要介護者につ

いて発給された介護券が有効であることを確かめなければならない。 
（援助） 

第４条 指定介護機関は、要介護者に対し自ら適切な介護サービスを提供することが困難であると認

めたときは、速やかに、要介護者が所定の手続きをすることができるよう当該要介護者に対し必

要な援助を与えなければならない。 
（証明書等の交付） 

第５条 指定介護機関は、その介護サービスの提供中の要介護者及び保護の実施機関から生活保護法

（昭和２５年法律第１４４号）による保護につき、必要な証明書又は意見書等の交付を求められ

たときは、無償でこれを交付しなければならない。 
（介護記録） 

第６条 指定介護機関は、要介護者に関する介護記録に、介護保険の例によって介護サービスの提供

に関し必要な事項を記載し、これを他の介護記録と区別して整備しなければならない。 
  （帳簿） 
第７条 指定介護機関は、介護サービスの提供及び介護の報酬の請求に関する帳簿及び書類を完結の

日から５年間保存しなければならない。 
  （通知） 
第８条 指定介護機関は、要介護者について次のいずれかに該当する事実のあることを知った場合に

は、速やかに、意見を付して介護券を発給した保護の実施機関に通知しなければならない。 
一 要介護者が正当な理由なくして、介護サービスの提供に関する指導に従わないとき。 
二 要介護者が詐欺その他不正な手段により介護サービスの提供を受け、又は受けようとしたとき。 
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